
科目

区分
各科目に含める必要事項

中学校教諭一種免許状
単
位
数

履
修
年
次

高等学校教諭一種免許状
単
位
数

履
修
年
次

最低取得

単位数
授業科目

最低取得

単位数
講義題目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

イ 　 教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想

10

○教育学概説Ｂ 2 1-

10

○教育学概説Ｂ 2 1-

ロ　 教職の意義及び教員の
役割・ 職務内容（ チーム学
校運営への対応を含む。）

○教職論Ｂ 1 2- ○教職論Ｂ 1 2-

ハ　 教育に関する社会的、 制
度的又は経営的事項（ 学
校と 地域と の連携及び学
校安全への対応を含む。）

○教育の制度と 社会ⅠＢ

○教育の制度と 社会ⅡＢ

1

1
2-

○教育の制度と 社会ⅠＢ

○教育の制度と 社会ⅡＢ

1

1
2-

　 人権・ 同和教育Ｂ 2 1- 　 人権・ 同和教育Ｂ 2 1-

ニ　 幼児、 児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

○教育心理学概説ⅠＢ

○教育心理学概説ⅡＢ

1

1
1-

○教育心理学概説ⅠＢ

○教育心理学概説ⅡＢ

1

1
1-

ホ　 特別の支援を必要と す
る幼児、 児童及び生徒に
対する理解

○特別支援教育の基本Ｂ 1 3- ○特別支援教育の基本Ｂ 1 3-

へ　 教育課程の意義及び編
成の方法（ カ リ キュ ラ ム・
マネジメ ント を含む。）

○カ リ キュ ラ ム論Ｂ 2 2- ○カ リ キュ ラ ム論Ｂ 2 2-

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生

徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

イ 　 道徳の理論及び指導法

11

2 　 道徳教育論Ｂ 2 3-

9

- 　 道徳教育論Ｂ 2 3-

ロ　 総合的な学習の時間の
指導法

1
○総合的な学習の時間の指導法

Ｂ
1 1- 1

○総合的な学習の時間の指導法

Ｂ
1 1-

ハ　 特別活動の指導法 1 ○特別活動論Ｂ 1 1- 1 ○特別活動論Ｂ 1 1-

ニ　 教育の方法及び技術 2 ○教育方法論Ｂ 2 2- 2 ○教育方法論Ｂ 2 2-

ホ　 情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法

1 ○ ICT 活用の理論と 方法Ｂ 1 2- 1 ○ ICT 活用の理論と 方法Ｂ 1 2-

へ　 生徒指導の理論及び方
法

2
○生徒指導論ⅠＢ

○生徒指導論ⅡＢ

1

1
2- 2

○生徒指導論ⅠＢ

○生徒指導論ⅡＢ

1

1
2-

ト 　 教育相談（ カ ウンセリ ン
グに関する基礎的な知識
を含む。） の理論及び方法

1 ○教育相談論Ｂ 1 3- 1 ○教育相談論Ｂ 1 3-

チ　 進路指導及びキャ リ ア
教育の理論及び方法

1 ○進路指導論Ｂ 1 3- 1 ○進路指導論Ｂ 1 3-

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

イ 　 教育実習 5
○教育実習基礎研究Ｂ 1

3・

4 3
○教育実習基礎研究Ｂ 1

3・

4

○教育実習Ⅱ（ 中学校Ｂ ） 4 4 ○教育実習Ⅱ（ 高等学校Ｂ ） 2 4

ロ　 教職実践演習 2 ○教職実践演習Ｂ （ 中・ 高） 2 4 2 ○教職実践演習Ｂ （ 中・ 高） 2 4

教科及び教科の指導法に関する科目

（ 各教科の指導法（ 情報機器及び教

材の活用を含む。））

8
数

学

○中等数学科指導法基礎Ｂ

○中等数学科指導法ⅠＢ

○中等数学科指導法ⅡＢ

○中等数学科指導法開発ⅠＢ

2

2

2

2

1-

2-

2-

3-

4
工

業

○工業科指導法ⅠＢ

○工業科指導法ⅡＢ

2

2
2-

4
情

報

○情報科指導法ⅠＢ

○情報科指導法ⅡＢ

2

2
2-

4
数

学

○中等数学科指導法基礎Ｂ

○中等数学科指導法ⅠＢ

2

2

1-

2-

大学が独自に設定する科目 4 12

合　 　 計 40 単位 40 単位

注１ 　 ○印は免許状取得における必修科目

注２ 　 大学が独自に設定する科目は， 別途掲示し ます。

注３ 　「 各教科の指導法」 は， 取得し よう と する 免許教科ごと に修得し てく ださ い。 取得し よう と する免許教科以外の指導法は， 必要な単位と

し て取り 扱う こ と ができ ません。

注４ 　「 道徳， 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導， 教育相談等に関する科目」 については， 免許法で求めら れるより 1 単位多く 修得

するこ と になり ます。 こ の 1 単位は，「 大学が独自に設定する科目」 の単位に充てるこ と ができ ます。

注５ 　 中学校教諭一種免許状と 高等学校教諭一種免許状の両方を取得し よう と する場合は以下の点に注意し てく ださ い。

・ 高等学校教諭一種免許状では，「 道徳の理論及び指導法」 の単位を「 大学が独自に設定する科目」 に充てるこ と ができ ます。

・「 教育実習」 ５ 単位のう ち， ２ 単位分（ 中学校教諭一種免許状５ 単位と 高等学校教諭一種免許状３ 単位の差） を高等学校教諭一種免許状の「 大

学が独自に設定する科目」 に充てるこ と ができ ます。

⑥　 卒業要件単位に含まれない科目

教育職員免許状取得に関する科目のう ち 下記科目については， 卒業要件単位に含まれないので注意し てく ださ い。

・「 教科に関する 専門的事項」 以外の科目

・「 教科に関する 専門的事項」 のう ち 「 工業概論」 及び「 職業指導概説」

なお，「 教科に関する 専門的事項」 のう ち 他系・ 他コ ース科目については， 卒業要件単に含まれない場合があり ます。

（ 2 ） 各種資格

１ ） 技術士（ 第一次試験免除）

都市環境創成コ ースは， 土木及び関連の工学分野で， また， 環境マネジメ ント コ ースは， 農業工学及び関連のエンジニアリ ン

グ分野で， JABEE 認定を 受けています。 技術士の資格を 取る ためには， 技術士第二次試験に合格し なければなり ません。 技術
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士第二次試験の受験資格と し て ， 技術士第一次試験の合格が必須条件です。 環境・ 社会基盤系の卒業生は， JABEE 認定プ ロ グ

ラ ム修了者と し て， 技術士第一次試験が免除さ れ， 修習技術者になる こ と ができ ます。

技術士第二次試験は， 修習技術者になっ た後， 次のいずれかの条件が当てはまれば受験が可能と なり ます。

①　 技術士補の登録を し て， 指導技術士の下で４ 年を 超える 実務経験を 経る 。

②　 職務上の監督者の下で４ 年を 超える 実務経験を 経る。

③　 7 年を 超える実務経験を 経る 。

詳細については所属系のガイ ダン スや一般社団法人日本技術者教育認定機構のホームページ（ https://jabee.org） で確認し て

く ださ い。

（ 主務官庁　 文部科学省）

２ ） 一級建築士試験（ 受験資格）

都市環境創成コ ースの卒業生は， 次の条件を 満たせば， 卒業後すぐ に一級建築士の受験が可能です。

卒業に要する必修科目の他に， 下記の表に基づいて， コ ース科目（ 選択） を 修得し てく ださ い。 場合によ っ ては， 科目の分類

が変更になる 可能性があり ます。

一級建築士の免許登録にあたっ ては，試験の前後に関わら ず，大学卒業後 2 年間の実務経験を 積む必要があり ます。 大学院で，

所定の指定科目を履修し た者は， 大学院での在学期間が実務経験と し てみなさ れます。

※二級・ 木造建築士の受験資格について

下記の表に基づいて， コ ース科目（ 選択） を 修得するこ と により ， 二級・ 木造建築士の受験資格を 得ら れ， 免許の登録に実務

経験は必要あり ません。

詳細については， 所属コ ースのガイ ダン スや公益財団法人建築技術教育普及セン タ ーのホームページ （ https: //w ww. jaeic.

or. jp） で確認し てく ださ い。

（ 主務官庁　 国土交通省）

一級建築士科目
二級／木造

建築士科目

コ ース科目（ 選択）
履修要件

最低取得単位数
履修要件

指定科目の分類 授業科目 単位数 実務経験 2 年

①建築設計製図

建築設計Ⅰ 2

4 単位以上

21 単位

0 単位以上

建築設計Ⅱ 2

建築設計演習Ⅰ 1

建築設計演習Ⅱ 1

建築設計演習Ⅲ 1

②建築計画

都市・ 地域計画学 2

7 単位以上

2 単位以上

建築計画学Ⅰ及び演習 3

建築計画学Ⅱ 2

建築史 2

③建築環境工学 建築環境工学 2 2 単位

④建築設備 建築設備 2 2 単位

⑥建築一般構造 木質構造学 2
0 単位 0 単位以上

⑦建築材料 木材・ 木質材料学 2

⑨建築法規 建築法規 2 2 単位 2 単位以上

⑩複合関連科目

景観論 2

0 単位以上 0 単位以上地下水工学 2

都市環境計画学 2

※⑤構造力学， ⑧建築生産は， コ ース科目（ 選択） に該当科目無し （ いずれも 卒業に要する必修科目で補う こ と ができ る。）

３ ） 測量士・ 測量士補（ 測量法第５ ０ 条・ 第５ １ 条）

環境・ 社会基盤系の卒業生は， 国土地理院への登録によ り 測量士補の資格を 得るこ と ができ ます。 また， 卒業後， １ 年以上測

量に関する 実務に従事し た者は， 国土地理院への登録によ り 測量士の資格を 得る こ と ができ ます。

登録申請は各自で行う 必要があり ます。 詳細については所属系のガイ ダン スや国土交通省国土地理院のホームページ（ https://

w ww.gsi . go. jp） で確認し てく ださ い。

（ 主務官庁　 国土交通省）

４ ） 電気主任技術者（ 電気事業主任技術者資格検定規則第７ 条の２ ）

情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ース） の卒業生で在学中

に下記単位を 修得し た者は， 実務経験年数によ り 電気主任技術者の資格が申請により 得ら れます。 資格認定に必要な科目及び単

位数は以下のと おり です。

（ 主務官庁　 経済産業省）
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授　 　 　 　 業　 　 　 　 科　 　 　 　 目 必要単位数

※物理学基礎（ 電磁気学）

☆電磁気学Ａ およびＢ

☆回路理論Ａ

※回路理論Ｂ

☆電子計測

回路過渡解析

電子回路Ａ

電子回路Ｂ

量子・ 統計科学基礎

１ ７ 単位以上

☆電力系統工学Ａ

☆電力発生工学

☆電気法規・ 施設管理

電力系統工学Ｂ

電気電子材料学 ８ 単位以上

☆電気機器学Ａ またはＢ

☆制御工学Ａ またはＢ

☆パワーエレ ク ト ロニク ス

半導体・ デバイ ス工学

情報理論

通信工学

論理回路

１ ０ 単位以上

☆ネッ ト ワーク 工学実験Ａ およびＢ （ ネッ ト ワーク 工学コ ースの場合）

☆エネルギー・ エレ ク ト ロニク ス実験Ａ およびＢ （ エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースの場合）

☆電力・ モータ 実験

６ 単位

☆電気設計学 ２ 単位

科　 　 目　 　 合　 　 計 ４ ３ 単位以上

☆印： 当該系において， 電気主任技術者の資格申請のために必ず履修し なければなら ない科目

※印： 当該系において， 電気主任技術者の資格申請のために必ず履修すべき 科目と 関連が深く 履修を 強く 推奨する 選択科目

５ ） ボイ ラ ー取扱作業主任者（ 受験資格）（ ボイ ラ ー及び圧力容器安全規則第１ ０ １ 条）

卒業生で在学中にボイ ラ ーに関する 学科目を 修めた者で， 卒業後ボイ ラ ーの取扱いについて２ 年以上の実地修習を 経た者は，

特級ボイ ラ ー技士試験を 受験でき ます。

また１ 年以上の実地修習を 経た者は， 一級ボイ ラ ー技士試験を 受験でき ます。

（ 主務官庁　 厚生労働省）

６ ） 危険物取扱者（ 甲種危険物取扱者試験受験資格）（ 消防法第 1 3 条の３ ）

下記に該当する 者は， 甲種危険物取扱者試験を受験でき ます。

①化学・ 生命系を 卒業し た者

②化学に関する 授業科目を 通算し て１ ５ 単位以上履修し た者

（ 主務官庁　 各都道府県）

７ ） 毒物劇物取扱責任者（ 毒物及び劇物取締法第８ 条）

化学・ 生命系の卒業生は， 毒物劇物取扱責任者に就任でき ます。

（ 主務官庁　 厚生労働省）

８ ） 安全管理者（ 労働安全衛生規則第５ 条）

工学部卒業生で２ 年以上産業安全の実務経験がある 者は， 厚生労働大臣の定める 研修を 修了後安全管理者に就任でき ます。

（ 主務官庁　 厚生労働省）
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